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乗轟 去 ぃ束程1の 山し し`いう ことこ、 こへ冬 理 で` 2_500M血 ぃ裸ふ
のユうム

「

こぃぅことで`、 内 )じ は淡 ぃ期 待 と t12Cヽ て新 宿ま か ぅ。

夜行電車ひでかけたハですが一一・ :ヾ シダーι滑うし/7Nい った羹ヽヽ

期待ば電車へ中で^夢 ^世界どけだ
'つ たようで、野支瞬きスキー月に

tっ た時と彙ら会珈侍は iす かなくも晴峙に昏鵠まってしましヽました。
キ島 よ々から 1日 1本 だワ野之峠スキー場■こ う/ぐ スわヽ`よります。
というしじlよ 帰りtl本 だけなハoす 。スキー場はじにヽぃまうと、
綾雪tす 1睡 <ケ参いようで'― 夕1滑 れ0い部分すらムリました。一た時
向までをってみよぅぃ 1う ことになり、 リフトこ棄り鰺Lいで夜t集ま
であがります。
)一 |し を着 1)て t、 ぎムを。 /、 ァゥにヽ マフ̈巻 りです。昔はなりと良く
ヤブをりでヤブ滑り七しましたバヽとうぃう気1た Iな詢

へ金庫へ募 ^
リトにし孝ってしましヽましたので、呼びたすの力ヾ人たこす。 ここ|夕 /t
あないヒtヽ ったす盆梅で、FFひ たすら登ります。危科働ヒ⊃ブ■し、
くっか起た、ホ燃盛山手前^2ら

00メ ート}レ ∫≧^月 6ヽ-フ でヽ時曲切
れ、気カフよとかりました。
)´ し`tヌ って肴降こう。ただ生財卜とならだ |す なへごすが'、 誉っ
た時よりt末 が'混 ん́でしたろので`す。もち3逆 に回転めヽ`崩行ご・ぎ
ろなぃ科砲〔ょありまtん 。 ちょっヒ猫 ^頼 と2っ すてぃ回転こ議

｀
み

ますが、すぐに転
`tlし

てしましヽます。朝ょりも雪賞がたく攣っ乙じ
かったようでヽすo
ほんヽノ|ヽ さな /1ヽ し-7へ 強 bへ が丈た↑ ^で

,す 。階段登りで`でつ

と贅り、■仁少し滑ってまF登 3い うヽ単、縫 ,T糞 ^く りがたし́なヘ
です。それでも下りIす 早しヽも^で

,す 。デレンデ手前の/1、 そ。-7■ラ
フ`し!し しながら巻くヒ七うゲレンデマ・す。
曽^少↑し、看れ Dヽプ ヘ列́面でも滑ろ^は 楽ζ゙、すぐにげレンデ下
に増し、てしまぃます。こ^ゲ レンゴで 号ヽb徐 容ぼ |じ身ヒtrに集く、
バス停のスる与合療まで4夫 b種なくことにします。 早く帰うう。
リコノ⊃歩 ヽヽてt、 ろもパンシヨンヘドミンゴが止まってく仏、花え
下tて 頂きヽ身合寝まで下っル.
ドミレコ・|夕 ■ラィ。バン>・ ン^ご と人には感株、感塀t
こヘム|す f著 ^懸嘱¬.|す巻 ってllな いようで、 もう

`Tき
ましん`じ

ぼ1)ムスキー|ま 雪ヒ斜1由 が |じ 30^ぼ L驀感再掟裁 しましに。こ潔♪
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